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島根県東部および鳥取県西部地域自動車放射能探査報告

堀川　義夫＊

Radiometric　Survey　with　Car・mountd　Instrument　in　the　Eastem　Part
　of　Shimane　Prefecture　and　Westem　P琶rt　of　Tottori　Prefect皿e

　　　by
Yoshio　Horikawa

　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract
　　In　the　eastem　part　of　Shimane　prefecture　and　westem　part　of　Tottori　lprefecture，

the　writer　carried　out　a　recQnnalssance　survey　of　radioactive　intensity　with　car、mounted

scintillation　instrument　from　August　to　September，1957。

　　The　area　surveyed　covers4，000km2．The　instrument　used　is　Mount　Sopris　SC－156A

typewithascintillati・nhead（crystalsize5”×2”）・ltc・untsab・ut450c？unt6per
second　in　an　environment　of　so．called　normal　radioactivity．

　　Geology　of　this　region　consists　of　acidic　rocks　（granitic，rocks，quartz．porphyry，

1iparite，etc，）Paleozoic（slate，phyllite，etc。）and　Cenozoic（se4iment亀ry　rgcks，vqlcanic

rocks）。

　　Graniticr・cksinther“gi・nhaveahighradi・activeintensity・namely700～1・000
counts　per　second．However，in　the　vicinity　of　the　Kisuki」ch6and　the　Iくawamoto－chδ，

the　maximum　radioactive　intensity（1，300cps〉was　found　in　the　granite　region．These、

areas　seem　to　be　worthy　to　survey　with　the　geologiCal　method　in　detaiL

　　The　remarkable　anomaly　can　not　be　recognized　in　the　Paleozo玉c　and　Cenozoic

，areas・

要　辱旨

　昭和32年度核原料物質調査事業の一環として・昭和32

年8月下旬から45目間にわたり，島根県東部および鳥取

県西部地域において，車載式scint量11ation　counterをこよ

る放射能探査を実施した。

　その結果，本地域に分布する岩石の放射能強度が明ら

かにされ，花嵩岩体中の数ヵ所においてやX顕著な放射

能異常が認められ，そのなかでも大東町・木次町附近，

および川本町南方の異常地帯については，さらに精査の

必要があると考えられる。

1．緒　　言

　昭和32年8月下旬から10月正旬にわたる45日間，島

根県東部および鳥取県西部地域を，自動車による放射能

濁定調査を実施Lた。こ』にその結果を報告する。

　本調査は核原料物質調査の概査にあたる一もので，当地

域に分布する酸性岩類，およびその周辺地域め放射能強

度分布を明らかにするとともに放射能異常地帯を発見

＊物理探査部

し，今後のウラン探査に対する指針を得ることを目的’と

して行なった。、

　調査には筆者のほか，小張孝・田中信一が全期間を，

馬場健三が前半，本問一郎が後半参加した。調査に際し

広島大学小島丈児教授には，現地にて種々有益な助言を

受けた。こXに記して謝意を表したい。

2。調査区域

　調査区域は附図に示すように，島根県江津市都野津附

近より東部で，島根半島を除いた地域と，鳥取県内は日一

野郡溝口町から西部の地域で，その面積は約4，000km2，

測線延長約1，500kmに及ぶ。

　地域内には目本海沿岸沿いに山陰本線が走り，伯備

線・木次線が南北に縦断し，また江川に沿って三江北線

が通じている。主要道路はこれら鉄道に沿って発達して

いるが，全般的に道路網の発達はあまり良好ではない。

3．地形および地質

　本地域は中国背梁山脈の北側に位置しているので，地

形は南部の県境附近が峻しく，道後山（1，269m）・吾妻山
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（1，235m）・大万木山（1，218m）等の海抜1，000m以上の

高嶺が，ほ父東西炉連なっている。この背梁山脈から北

方へ向かい山地は次第に高度を減じているが，北西部で

は海岸近くまで山地が迫っている。北部の中海・宍道湖

の南岸地帯は，標高100m前後の丘陵性地形で，沖積平

地は簸川平野および安来・米子周辺に発達する。当地域

の山地は浸食作用が進み，晩壮年期のやΣ緩慢な山容を

呈しチこの侵食面を日野川？斐伊川・．神戸川・江川等の

河川が，概して南北の方向を取り流下し，日本海・宍道

湖に注いでいる。

　調査地域内の地質はジ堆積岩類と火成岩類とに大別す

ることができる。これらを要約すれば次の通りである。、

　3ユ堆積岩類、

　古生層：調査区域の東部根雨町附近および西部の江川

下流域に分布し，概して東北東ア西南西の走向を有す．

る。、主として粘板岩ρ千枚岩からなり，各種の火成岩の

逆入を受けて結晶片岩化している。・

　第三紀層：目本海沿岸地域に発達し，主として礫岩・

砂岩・頁岩・凝灰岩等からなり1全体として走向はほ父

東西方向でジ北へ向かって緩慢に傾斜し，花嶺岩類を被

覆している。地域北西部の第三紀層は安山岩・玄武岩・

凝灰岩等に貫通または被覆されている。

　3・2火成岩類
　花嶺岩類：本岩は日本海沿岸地域を除き全般にわたっ

て分布し，黒雲母花闘岩・花崩閃緑岩・花崩斑岩等から

なり，中国大底盤を形成する岩体の一部に属し，一般に

山陰型花謁岩といわれている。これら花闇岩類の逆入時

期は中生代末期とされている。

　石英斑岩および流紋岩：石英斑岩は広島県附近に東北

東一西南西に細長い形をなして花嵐岩類を被覆して分布

し，流紋岩は遍摩郡から邑智郡の江川流域にかけて広く

分布している。

　安山岩類：本岩は第三紀の暁出によるものと，第四紀

によるものとに区別できる。第三紀噴出によるものは，

主として北西部の目本海沿岸地域に第三紀層を貫ぬき，

または被覆して分布レ・第四紀のものは大山火山脈に属

する三瓶火山・大江高山の噴出物で，その分布は広範囲

にわたっている。

　本地域内には多種の鉱床が賦存するが，顕著なのは山

陰型花闘岩中に胚胎するキリブデン鉱床で，鵯大東・清久

その他諸鉱山が知られている。これら鉱床のうち，清久

鉱山・小馬木鉱山では放射性鉱物の存在が確認されてい

る。

4．調査方法および測定器

分布を考慮して，県・市町村道および林道を選んだ。と

くに林道は岩石露出の良好な箇所が多いので広く利用し

た。測線は附図に示す通りである。’

　自動車の速度は道路の状態によって異なる。

　比較的良好な道路においては，20km／h内外であるが，

走行条件の悪い道路では5km／h，あるいはそれ以下の速

度の場合もあった。

　記録紙の送り速度は，送り装置が自動車の車軸と連動

されでいるので，走行速度に比例して送られる。走行距離

は車軸から連動される特殊な距離計により，200mごとに

記入される。また明瞭な目標，例えば橋・鉄道踏切・道

路交叉点等を通過するときに，マークとその距離を記入

した。

・岩石の露出の有無は測定結果の解釈上重要であると考

えられるので，道路の切割や岩石の露出，石垣等を通過

するとき記録紙にマークを入れた。

　本調査に使用した放射能探鉱器は，アメリカMount

Sopris社製　SC－156A型、＄cintillation　counterで，

rate　meter・scintillation　head・計数meter・記録器の

各部分で構成されている・

　scintillation　headは直径5吋，厚さ2吋のNal（Tl〉．1

結晶およびDuMon’t5吋増倍型光電管からなっている。

記録方式は自記rate　meter方式で直読記録ができる。

記録計は2つに分かれ，1つはrate　me㌻erの出力を，他

の1つは位置・岩石露頭・石垣などを記録する。

　次に器械の特性を示する・

　測定範囲　100，200，500，1，00Q・2・ooo

　　　　　5，000，　10，000，’20，000cpsの8レンヂ

　時定数　　0．2，0．5，　1，’5sec

　rate　meter入力感度　　10mV『

　pulse分解能『2μsec

　zero　displacement註1）0。5　1

　1inearity各測定範囲においてful1『scaleの3％

　入力電圧電流6，、12，24V．D．C．，12Vで4．75A

5．測定結果

調査には5万分の1地形図を使用し，測定路線は地質

各測線に沿って放射能強度を測定した結果を，5万分

の1地形図に放射能強度分布図として附図に示した。・

5．1　東部　・（湯本・米子・根雨・上右見・松江・

　　　　　　横田・多里）註2）

本地域に広範囲に分布する花崩岩類の放射能強度は，

52」（52）

註1）zero　displacementは，記録紙の零点をスイッ

　チが指しているrangeの’fullscaleの値の，0．5

　または1倍だけ左へ零点が移動するものである。
註2）　（）内の地名は5万分の1地形図の表題を示し

　ている。以下同様。
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600～800cpsの普通の強度を示すものと，800cps以上の

高強度を示すものとに分げうれるようである。すなわ

ち，広瀬町註3）から上山佐を経て大東町下久野に至る間，

広瀬町から布部・西比田を経て亀嵩に至る間，および伯太

村東母里から上十年畑を経て西比田に至る間において，

800～1，100cpsの高強度が広範囲にみいだされた。また

鳥取県西伯郡法勝寺町から五輪峠を経て，日野上村生山

に至る道路，伯備線に沿った道路の根雨町・黒坂町・日

野上村生山附近でも800～1・000cpsを示している。こ、

の地域の花闘岩類は風化作用が進んでいるにもかXわら

ず，高強度を示しているのは，岩質が不均質で，半花嶺

岩質部分もみられ，また岩石中に含まれる微粒放射性物

質が多く存在するため，と考えられる。また，本区域に分

布する黒雲母花闘岩中に胚胎するモリブデン鉱床の一部

には，放射性鉱物の存在が知られているので，前に述べ

た区域の放射能異常については，さらに精査の必要があ

ると思われる。

　この高強度地域の南部，横田町・三成町・八川村およ

び多里村周辺の花闘岩類は，800cps以上を示す箇所は少

なく，一般に400～800cps程度で，この種岩石としては

普通の値を示している。

　広島県境附近の石英斑岩は，600～750cps程度で，800、

cpsを超える箇所は，多里村多里北西方および多里から

新屋を経て広島県へ通ずる道路の露出の良好な場所であ

る。

　放射陸鉱物が発見されている馬木村小馬木鉱山附近

は，今回の調査結果からは異常は認められない。

　第三系の地層に覆われている中海・宍道湖南岸地帯の

放射能強度は全般に400～600cpsで，局部的に800cps．

程度を示す箇所が，揖屋南部の本谷下組部落および広瀬

町矢田部落附近で認められる。これはこの附近に分布す

る流紋岩・花崩岩による影響と考えられる。

　なお，本地域の中央部には道路上に鉱津が敷いてあ

り，これが顕著な放射能異常を示すので，鉱津の影響に

よる測定値は分布図から除外した。

　5．2　中央東部（今市・木次・頓原）

　前項で述べた高地域の西方への延長は，木次町南部に

まで認められ，さらに測定値は増加している。すなわち，

木次町から木次線に沿って大東町久野方面に至る道路，

および木次町から布勢村を経て三成町に通ずる道路にお

いて800cps以上，最高1，350cpsの高い値が認められた

　（第1図）。’また東日登から下布勢に至る林道でも最高

4，350cpsを示し七いる（第2図）。この高異常地域は，

さらに西方の三刀屋町から中野村を経て吉由方面に至る

註3）　この報告に書いてある町村名は市町村合併前の

　　旧名称を用いた。

道路の多久和一奥山間にまで認められる6この異常は』，

前に述べた能義郡広瀬町南部周辺にみられる異常と同じ

ように，花闘岩中で測定されたもので，とくに，狭い範囲

であるが，1，200cps以上を示す箇所は，半花崩岩が露出

している部分である。

上記異常地帯の南部にも花崩岩類が分布しているが，

高異常は認められず，700～800cpsである。また大東町・

加茂町周辺の花嵩閃緑岩は650～700cpsでや工低い値を

示している。

　県境附近の石英斑岩は，600～750cps程度であったが，

来島村奥小田附近に局部的に850cpsを示す箇所がみら

れる。

　5．3　中央西部（石見大田・三瓶山・赤名・大社）

　川本町南方の布施村・高原村周辺および川本町今津・

吾郷村乙原附近で，放射能異常増加が認められた。川本

町南方の異常は，川本町から高原村を経て出羽村に至る

道路の長右一八色石一荻原の間で，．第3図に示すよう

に，900¢ps以上，最高1，300cpsの高強度が，広い範囲に

わたって測定され，八色石から都賀に至る道路の布施・

村之郷附近，都賀行村都賀行から平・芋畑周辺において．

も，800～1，200cpsがみいだされた（第4図）。この異常は

長原一八色石間では閃緑岩の露出が良好な箇所，その他

の地域は黒雲母花崩岩・優白質花崩岩のなかで測定され

たものである。これは前にも述べたように，岩相の不均

質，岩石中に含まれる微粒放射性鉱物の増加によるため

など，異常の原因が考えられるが，詳細は不明であるの

で，今後さらに精査の必要があろう。とくに荻原部落附近

での異常は，基磐の花闘岩≧，その上に堆積する第三紀

層砂岩・頁岩の寧頭部分で認められたもので，注目する一

必要があると考える。

　三瓶山西麓地域には，温泉・鉱泉が存在し，また花闘岩

が温泉変質作用を受けた部分も多くみられる。このなか

の池田鉱泉・湯抱温泉では温泉沈殿物に放射性元素（ラ

ジウム・ラドソ）が含有することが認められている2）3）。

とくに池田鉱泉はわが国屈指の放射能泉で，多量のラジ

ウムが検出されている。今回の調査からは，池田・湯抱

附近では著しい放射能異常は認められなかったが，川本

町今津附近齢よび吾郷村乙原附近の，花闘岩が温泉変

質作用を受けている部分で，‘第5図に示すように最高

1，250cpsの異常が認められ顔。この異常は温泉変質作用

を受けた部分のみで示されているので，前に述べた池

田・湯抱温泉と同じようにラジウム・ラドン等によるも、

のであろうと思われる。

　このほか，800～950cpsの強度を示す地域は伍比売村

池田から多根を経て富山村に至る道路，神戸川に沿った

道路の志志村から来島村に至る間，その他数ヵ所でみい

53一（53）‘



　　　　　　　　　地質調査所，報』聴、号l

　　　　　　　　　　　　　　　　　－」5DO

　　o5ρ0　　　綴4幅　　　　705κ悦　　　r1㈱κ帆　　一70理置雌　r・2＾脳一　　」幽K私　＿　　　　　　70楓

　　　　　　　　　　概r、，．㍉木繕樋下久野一

隅　　　　　　　　　i

駆試

　　　　　、5槽　　　　　一一一
　　　　　　　　　　　　　　　 　笹3図邑智郡布施村八色石｝　
　　　　　　　心，1撃L

　　　　＼　　　　　5薦げ
　　　　　　　　岬轡”、’ 酬　覇一邑廓布締臨

　　　　　　　納一一墨一　 一一一一．　倣　　　駅z原　　　綱

　　　8

　　ρ財

　　　綿一　1，一「一’　珊一一　　”一’　　　　　　　　　　　　　　朗駆）16∵賀郡今福『村美扁村

　　　　　　　　　　　　　　　

1

500

　”oo

す∩0

700

1

し ノ

’

魯

＼　　　＼
　
　
　
　
〃
　
　
　
　
ダ

　
　
　
　
　
　
　
　
F

耐
　
　
　
帰
　
　
　
　
y
　
　
　
グ

∫

’

灘㎜　　　％撫沌　　纏　　　　　　　　　”z隔　　　　　　衛【　

＆
屡

81　　『0

9駕げ

1 ［

Y獅箭　八筋　　　　　　　一鴎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Y，献痘乃灘ムー

凄
，

＼ ＼
巳A，び

、

』一rO

q漏11
‘

了討

げ

ノ』

翌鳳封　5匹恥袖隅吟 3歴 25、4Pr轟 3随、 2　傾

＼＼　　　　　　　　へ　　　＼　　＼
躍撰げ

”翔1げ

9
曽

討o］

盈一ゲ

、

1

が

15陥　　　謙鑑二＿　　　　　　　’瓶　　　　『36μ　　　　　　β『2一“匹傾　　　　　　酢z52「偽

が

8■

　6圓

　4　　ρ

2＾一

）

弄乃倣　　　和ゐ。ワ『4隔　　　ワ其・　　　　　　　　　　　　　　　隔　　　　　　　　　75r峨　長30472躯・　　　　4・κ“　　　　　　　4656朔　　　　　46塵“台ゆ　　ズ



島根県東部および鳥取県西部地域自動車放射能探査報告　（堀川義夫）
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地質調査所月報（第10巻’第1号）

・だされた。これらはいずれも花崩岩類の露出状態の比較

　的良好な場所で測定されたものである。

　石見大田に含まれる地域は，・主として第三紀の堆積岩

　噴出岩が分布しているので，放射能強度は400～600cps

・で昂りたが，岐久村小田から窪田村毛津に至る道路に露

　出Lている安山岩類は，300cps前後のとくに低い強度を

　示している。

　5。4　西部（大浦・大森・川本・江津・浜田）

　本地域は全般にわたって特記する高地域はみられな

　い。『た父，桜江町大口附近・日貫村戸川附近・田所村臼

　谷附近で，狭い範囲であるが800～1，000cpsのや≦高い『

！強度が認められた・いずれも花脚岩・流紋岩の露出状態が

　良好な場所である。また調査地域西端の今福村美又部落

　附近の古生層結晶片岩が露出している部分で1この種岩

　石としては高い900cpsの強度を示している（第6図）。

　これは附近に貫入してきている花嵩岩による熱変成作用

　のためと考えられる。

　、北部の日本海沿岸地域に分布する第三紀堆積岩・噴出

’岩は400～600cpsを示し，高地域は認められな～・。

、6．結　　語

岩石の敦射能強度は一衆に酸性岩類が高く，塩基性岩

類は低いことが，多くの文献により明らかにされている

が，本調査においても花嵩岩類・石英斑岩・流紋岩など

の酸性岩類が600～1，000cpsの強度を示すのに対して，・

第三紀玄武岩・安山岩類などの塩基性岩類は300～60q

cpsの低い強度を示し，岩種による放射能強度の相違が

認められた。

　酸性岩類のなかでも花歯岩質岩が全般に高強度を示

し，やX顕著な放射能異常が数ヵ所で認められた。その

1つは，能義郡広瀬町南部から大原郡木次町南部にわた

らて，黒雲母花嵐岩および半花闘岩のなかで認められた

ものと，他の毒つは邑智郡川本町南方布施村・高原村周

辺において，黒雲母花嵩岩および優白質花嵩岩のなかで

認められた場合である。㌧

　これら放射能異常地域については今後さらに調査を行

なって，異常の原因を確認する必要があるものと思われ

る。

．第三紀層の放射能強度は，多少の強弱はあるが全般に

低く，異常と考えられる地域は認められない。　　　　　　・

　　　　　　　　　（昭和32年8月～10月調査）
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